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株式会社 国土開発コンサルタント
─ おかげさまで50周年です ─

所在地	：〒880-0015 宮崎県宮崎市大工3-155
TEL	 ：0985-24-6487
FAX	 ：0985-20-4722
URL	 ：http://www.kokudo-c.co.jp
従業員	：63名
設　立	：昭和40年4月
代表者	：代表取締役社長　志多充吉

コンサルタント等も閲覧可能であり（当然制限もできる）、
実施進捗や補修履歴などのデータも管理できます。

② 集成材コンクリート合成部材の研究・開発
健康法評論家船瀬俊介氏は、著書『コンクリート住
宅は9年早死にする』の中で、コンクリートは人間の体
温を奪い取るほか、精神面への悪影響もあり、子ネズミ
の実験では、各々100匹の内、約1年後に生き残ったの
はコンクリート巣箱で7匹、金属巣箱で41匹、木材巣箱
で85匹という結果を報告しています。一方、木質材料に
は、材料の不均一性や乾燥によるひび割れ、内部腐朽
等の問題があります。
こうした中で近年、国内外において集成材とコンクリ
ートとの合成部材、CLT（縦横積層材）部材とコンクリー
トの合成による高層建築などの実績が増加しています。
当社においては、宮崎県木材利用技術センターの協力
を得て、集成材コンクリート合成部材の研究・開発を進
め、木橋や住宅建築資材への活用を図っています。

③ 橋梁点検車の導入
建設コンサルタントの役割は、公衆の安全・安心と持
続可能な発展のための社会資本整備の一翼を担うこと
です。特に近年、社会資本の長寿命化と防災の観点か
ら橋梁やトンネル等の点検業務が重要視され、業務量
も増加してまいりました。当社では、こうした要請に即
座に対応するため、橋梁点検車を導入しオペレータの
養成も行っております。

業務実績
一級河川岩瀬川における自然の滝の改修計画は、希
少水生植物（カワゴロモ）の保全と景観再生を目的とし
たものであります。
また、一級河川大淀川にかかる相生橋（橋長

412.3m、標準幅員22.0m）はコスト縮減のために、宮崎
県で初めて波形鋼板ウェブPC箱桁を採用しました。

（文：専務取締役　藤原秀志）

タが共にエクセルシートであり、一見汎用性が高いよう
に思われますが、実は、調査個所毎に1シート1ファイル
となっていることから、全体の集計や評価段階での抽
出に多くの時間と人手が必要なことが大きな負担となっ
ていました。そこで新システムを構築し、専用の入力画
面を作成し、入力された情報をデータベース（DB）化す
る事で、任意の情報を任意の形式で素早く瞬時に出力
できることを可能としました。
従来通りエクセル形式で保管しなければならない情

報は、指定の形式でエクセルファイルとして別途保管と
し、DBは独立したクラウドサーバにて構築します。それ
により、入力作業の集中化も、分散化も運用可能となる
と共に、すべての情報は確実にクラウド上に保管され、
必要な時に必要な形での情報提供ができます。
また、点検データをWEB上でDB化することにより、

今まで手間暇かかっていた3段階評価毎や部位毎の
集計作業が瞬時に行えます。そして、データシートに緯
度経度を入力することにより、GPS機能で対象となる標
識・照明の位置が地図データで明確となります。一方、
WEB上で管理することで、国・県・市町村及び記入する

経営理念
当社は、宮崎市に本社を置く地域コンサルタントとし
て昭和40年 4月に創業し、今年が50周年であります。
今日まで以下の「経営理念」の下、役職員一丸となっ
て、地域社会の発展と個々の人生目標の達成のために、
日々の業務に真摯に取り組んでいます。
①  我が社は社業を通して社会に参画し、「信用と技
術」を提供し、地域社会の向上・発展ひいては国
家の繁栄に寄与する。

②  我が社は社業を通して「対自向上心」を高め、人
間相互の尊重と信頼を基調として、各人の「実り豊
かな価値ある人生」を獲得する。

一方、「企業30年説」が唱えられる中で今日まで何と
か生き延びて来られたのは、関係各位のご指導ご鞭撻
の賜物でもあります。衷心より感謝申し上げます。

技術開発と設備投資
① �「道路標識・照明等点検シート維持管理簡易化シス

テム」の開発
従来の点検記録表では入力する媒体及び、報告デー

「道路標識・照明等点検シート維持管理簡易化システム」の概念図 施工中の相生橋（平成24年11月）【宮崎日日新聞提供】 相生橋開通式（平成26年2月）

希少水生植物の保全と景観再生を目的とした滝の改修
「集成材コンクリート合成部材」の試験状況

橋梁点検車による作業状況
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